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1　はじめに
　2008年1月17日～20日にかけて、大手学術出版社Springerが主催す
るAsian　Librarian　Advisory　Board　meeting（於ヴェトナム・ホーチミン市）
に参加した。E－joumalに加えE－bookコンテンツも提供し始めたSpringer
社とアジア各地の図書館員が直接顔を合わせ、いかに今後アジア地域の図
書館で電子資料の利用を高め、学術出版市場を展開させていけるのかをそ
れぞれの立場から討議していくものだった。
　今回の参加者は日本からはPULC（公私立図書館コンソーシアム）と
JANUL（国立大学図書館協会）加盟大学から各3名ずつ、シンガポール・
香港の大学から各1名、インドの大学・機関から5名と、Springer側から
各地域のマーケティング関連担当者がll名だった（ちなみに、今回はシ
ンガポール・バンコクでの会議に引き続き第3回目ということである）。
　会議の構成としては、初日はSpringer側からこれまでのLABでの成果
をふまえての事業展開・戦略の概要のプレゼンに始まり、図書館と出版市
場周辺のトレンドへの対応について、E－book利用拡大について、コンテン
ツ利用の管理と拡大について、というそれぞれのトピックに関し図書館側
とSpringerスタッフで地域ごとにグループセッションを行いその概要を発
表しあう、というスタイルになった。また、二日目は初日の討議をふまえ、
最も重要と思われるトピックを参加者が選び意見をまとめるのと合わせ、
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Springerがどのような存在として図書館と共存しどういう点に価値を見出
せるかグループセッション等を通して取り上げた（議事内容はSpringer側
から与えられたものである）。
2　会議一日目
　今回の会議の主な内容を以下にまとめてみる。Springer側からの報告で
は、E－bookコンテンツがE－journalの利用増加に与えているインパクトや
アジア市場の拡大などの現状をふまえ、STM（自然科学）分野出版への重
点的な取り組み、コンテンツの全電子化、Open　choiceという電子出版形
態（論文の著者6機関が基本料金を支払い、Springerがネットワーク上の
アクセス環境を提供するOpen　Access型支援事業）、　Googleへのインデク
シング、WEB2．0対応の双方向的なプラットフォーム開発等などが述べら
れた。
　その後、グループセッションを通して、現在の各地域のトレンドに対す
る図書館側の対応状況と合わせたSpringerへの要望、　E－book事業に関す
る要望や評価が出された。地域別のトレンドに関しては、日本からは利用
者の検索行動の変化、機関リポジトリ、図書館予算縮小などが、同様にア
ジア（香港・シンガポール）からも高等教育機関の拡大に対応できない予
算規模、電子情報に関する図書館側の広報の問題、Web2．0などの情報環境
といった点が、またインドからも利用者の検索行動について、高等教育化
の進展、予算の問題からのOpen　Accessへの注目などが挙げられていた。
各地域とも、たとえば若年層が減少している日本と増加しているインドな
ど個々の社会状況の違いはあるにせよ、電子リソースの利用動向に関して
はある程度共通しており、インターネットの発展や様々な電子情報が増加
するにつれ、図書館における電子資料に関する広報・利用者教育はどの地
域でも図書館員にとって重要なテーマになっていると感じられた。また、
図書館予算が厳しい中で各地域での図書館側の取組みも、たとえば全国規
模のコンソーシアム形成、横断検索・リンクリゾルバの導入、Google検
索と電子資料とをどう結び付けていくか、Open　Accessや機関リポジトリ
などが挙げられ、地域差以上に共通点が多く見られた（もちろん、個別の
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ケースは様々であろうが）。
　Springer社に対しては、　E－bookコンテンツも含めてインターフェイス
改善（より検索しやすく使いやすいものへ、E－bookとE－joumalのクロス
レファレンス、フルテキストのPDFが探しやすいデザインなど）や利用
ガイドなどの利用者向けサービスの充実化（オンラインチュートリアルな
どのデジタルコンテンツから紙ベースの広報パンフ類まで、多様な意見が
あった）などが出された。E－bookに関しては、導入済の機関と未導入の
機関に分かれそれぞれでSpringer側と意見交換をしたが、未導入機関から
はよりフレキシブルな購入モデル（購入タイトルが選択できる、購入冊数
にバリエーションがつけられる、マルチキャンパスに対応できるなど）と
価格モデルの提示などの要望が出された一方、導入済機関からはコンテン
ツ内容などへの評価は高かった。その他、契約に関して代理店を通さずに
Springerと直接交渉したい、といった意見もアジア地域から出ていた。
　一日目の最後は、コンテンツ利用管理と拡大へ向けてのプレゼンとグ
ループセッションとなった。電子リソースの利用は当然ながら年々増加し
ているが、その利用動向をいかに把握し市場拡大につなげていくかは図書
館の利用者サービスとも大きく関連している。より緻密な利用統計データ
の提供や、リモートアクセスへの支援、インターフェイス改善、コンテン
ツ（論文）利用者の中心である論文著者へのアプローチの進展、コンテン
ツへのアクセス環境の安定化（リンク切れの解消など）やスピードアップ
（アクセススピードやフルテキストのダウンロード）など先に討議された現
在のトレンドへの対応ともつながる、IT環境の高度化への対応をSpringer
側へ求める意見が多く出されていた。
3　会議二日目
　二日目については、前日のまとめと、Springer社やその製品（冊子体・オ
ンラインの書籍・ジャーナルなど）に対するイメージは何かというトピッ
クを通じての図書館側からのSpringerに対する評価と要望の集約という内
容だった。前日のまとめとしては、一日目で出された次のような話題一各
地域の（図書館を取り巻く）現在の傾向（“Trends”）、その中での図書館
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の取り組みとそれをどのようにSpringerが支援できるか、おそらく今後さ
らに有力な商品となるE－booksに関する導入機関・非導入機関それぞれの
立場からの意見、電子資料の利用に関する理解を深め、いかにその利用を
管理し促進していくか（“Understanding，　managing　and　improving　usage”）、
またそれをSpringerがいかに支援できるか一の中で、各参加者がそれぞ
れの設問でどの意見・視点が重要（Hot　topic）と考えるかを選んでいった。
設問を超えて重複する意見もあったが、様々に出された意見は概ね以下の
ようなSpringerに対する要望としてまとめられる。　Springer商品の信頼性
（全出版物を電子化するというポリシーを含めて質的な水準の維持や、価
格・契約といった面も含めた冊子体・電子商品両者への入手経路・アクセ
ス手段の確保といった商品そのものの確実性の保証）を高めること、また
それを支えるための技術的対応を行うこと（アクセスの安定性やダウン
ロードの高速化など利用促進につながる部分や、統計など図書館側の管理
への支援の強化も含まれる）、柔軟なビジネスモデル構築への積極的な姿
勢を打ち出すこと（例えばアジア各地域別の多様な条件にきめ細かく対応
していく柔軟性）などである。ただ、こうした出版社への要望は、重点の
置き方に細かい差異はあるにせよ、おそらく個別の出版社に対してだけで
はなく現在の電子資料出版に対して共通するものなのではないだろうか。
　Springer固有の特徴を考えるためのトピック（“Defining　Springer’　s　value”）
が最後に用意されていて、地域ごとのグループセッションもあった。図書
館員の間ではこれまでの出版社としての長い伝統やSTM出版社としての
評価は大変高いが、価格体系や契約形態などに関してより各地域・各機関
の特色・状況に合わせた事業展開が求められていた。（Springerに対する
イメージを各参加者が書き出してみたところ、”Quality”という肯定的イ
メージと同時に“Expensive”や“Old”などの否定的イメージも挙がって
いて、歴史のある学術出版社の両面性を図書館側は否応なく認識している
と感じられた。）Springer側も図書館からの要望をかなり意識した戦略を
立てていると思われるが、この会議を通じて今後さらに個別の状況への具
体的な取り組みが進められていくのではないかと期待される。
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4　まとめ
　最後に、今回の会議に参加した感想を述べると、筆者は電子資料の契約
経験もなく、会議の参加者として具体的な議論に踏みこんだ意見を出せる
程各種のコンテンツに対する知識を持っていたとは言えず、技術的な議論
に関して十分理解できない部分もあった。また例えば明治大学ではようや
く2007年度からE－bookを導入し始めたばかりであり、電子資料の利用分
析や評価、総合的な管理システムの整備はこれからという状態で、個々の
製品に対して細かく意見を出すには今後の取組みからのフィードバックが
必要だと思われた。
　一方、他地域・他の図書館員の意見を聴いて参考になると思うことは多
かった。特に、利用者と日々増加する電子資料を結びつけるために図書館
が広報や利用者教育、またアクセス環境の整備に苦心しているのは地域を
越えて共通しており、電子資料を有効に活用するためにそれぞれが置かれ
ている条件の中で熱心に努力していることには大いに刺激を受けた。ま
た、現在のアジア地域の図書館が直面している諸問題の一端を知る貴重な
機会となった。今回のような会議を通じて、図書館側が出版社との直接の
応答の中でより使いやすく検索しやすい電子商品を追求していくことは重
要であるが、日常的に図書館が出版社や業者と連携をとり利用者・研究者
の利用拡大を図る努力をする必要性も今後ますます高まるだろう。
　電子資料は、冊子体のような固定的な形態での存在ではないため、資料
として認識されにくいが、利用統計などによって利用の実態が明確に数字
に現れてしまう。そして、商品としての改善の余地が技術の進歩と共に存
在するものであり、利用者に提供する立場の図書館の努力によってその効
果も大きく差が出る資料である。今回の会議では、Springer社の製品を含
め全般的な電子資料に関する商品知識をより深める必要を感じたが、それ
と同時に、明治大学図書館における電子資料をより利用しやすく重要な資
料としての存在感を高めていくための環境改善の必要性をあらためて痛感
した。
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